
　　　　

（別添資料１）

事業所名 ぽこぽこ 支援プログラム 作成日 令和7 年 3 月 15 日

法人（事業所）理念 私たち、いろは株式会社は　家庭・学校・地域の中で　子どもたちが自信を持って生活できる　環境づくりのお手伝いをします。

支援方針

人との関わりの中で、自然な形でソーシャルスキルが身に着けられるよう支援していきます。
ご家庭で育んでこられたその子の強みを生かしながら、できることを少しずつ増やして行きます。

営業時間 10 時 0 分から 18 時 0 分まで 送迎実施の有無 あり

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

基本的な生活スキルを身に着けさせられるよう構造化を使い子供の定着を図ります。
不登校支援として、放デイを利用することで生活リズムを整えさせるお手伝いをします。

運動・感覚

公園での遊具遊びや室内でのルールのある集団遊びを通し、楽しんで遊ぶことで獲得を早めます。
また、工作活動などを通し体の体の使い方を練習させていきます。

認知・行動

人とのかかわりの中で、自分の持っている感覚やとらえかたについて、周りの人に教えてもらいながら、そうである自分をそのまま受け入れ、行動のしやすさの工夫ができるように支援し
ていきます。

言語
コミュニケーション

自分から挨拶できる子を目指し、まずは家職員全員が来所時に挨拶していきます。

また、遊びを通して何気ない会話を体験し、自然なコミニケーションの力を育んでいきます。まずは大人とのやりとり、次に子供と関われるよう仲介していきます。

人間関係
社会性

みんなと活動する中で、自分もみんなも気持ちよく過ごすために自分はどうしたら良いのか場面に合わせて伝えていきます。

家族支援

必要に応じて面談を行い、特性に応じた接し方についてアドバイスをする。
お預かりニーズに応えたレスパイトケアを行う。 移行支援

必要に応じて学校の先生と連携を図ります。
不登校支援においては、先生に事業所を訪問してもらい様子を見ていただ
きます。

地域支援・地域連携

PTA行事や地域のおまつりに参加し子供の存在を知らせていく。

職員の質の向上

他団体主催の研修への参加を促進します。

主な行事等

季節を感じるプログラムを実施します。
毎週末遠方へのお出かけを行います。


